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知
る
・
考
え
る
・
つ
く
る 

未
来
予
想
図 

提 
案 

力

移
転
し
た
観
光
協
会
の
現
状
は

問 

先
日
、
あ
る
町
民
か
ら
「
円
良
田

湖
事
業
を
分
離
し
、
数
名
の
人
た
ち
で

株
式
会
社
を
設
立
し
て
他
の
観
光
振
興

事
業
を
放
棄
し
解
散
す
る
」
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、
町
は
承
知
し
て
い
ま

す
か
。
そ
の
話
が
事
実
で
あ
れ
ば
大
変

な
こ
と
で
あ
り
、
町
は
ど
う
対
処
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

観
光
協
会
を一般
社
団
法
人
に

答

質
問
の
よ
う
な
こ
と
が
事
実
と
し
て

進
行
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
遺
憾
に
思
い

ま
す
。
観
光
振
興
の
要
と
し
て
組
織
体

制
強
化
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
、

現
在
は
任
意
団
体
で
す
が
、
社
団
法
人

化
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

農
地
利
用
拡
大
の
た
め
に
は

問 

農
業
の
担
い
手
の
減
少
、
働
く
環

境
の
変
化
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が
増

え
て
い
ま
す
。
農
地
利
活
用
の
拡
大
は
、

町
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
。
現
状
を
踏
ま
え
た
対
策
や
農

業
プ
ラ
ン
を
計
画
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

企
業
誘
致
に
積
極
的
情
報
提
供

答

担
い
手
減
少
、遊
休
農
地
の
増
か
ら
、

有
害
鳥
獣
被
害
が
拡
大
す
る
悪
循
環
が

生
じ
て
い
ま
す
。
課
題
解
決
の
た
め
、
中

間
管
理
事
業
を
通
じ
て
の
法
人
等
の
耕

地
面
積
の
拡
大
や
農
業
参
入
を
検
討
し

て
い
る
企
業
等
の
誘
致
に
向
け
、
積
極

的
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

要
配
慮
者
へ
の
避
難
支
援
は

問 

岡
山
県
倉
敷
市
で
は
昨
年
７
月
の

豪
雨
の
際
、
介
護
が
必
要
な
妻
と
の
避

難
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
、
高
齢
夫
婦
が
共
に
亡
く

な
る
例
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
で
亡
く

な
る
方
の
７
割
が
高
齢
者
・
要
配
慮
者

で
す
。
有
効
な
対
策
が
出
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
避
難
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
期
待

答

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

し
、
自
主
防
災
組
織
等
が
共
有
し
て
い

ま
す
。
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
行
う

組
織
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
期
待
し
て
お
り
、
日
頃
よ
り
顔
を
合
わ

せ
る
関
係
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

津つ

く

い

久
井
康や

す

雄お

議
員

観
光
振
興

原は
ら
ぐ
ち口

　
孝た

か
し

議
員

農
業
対
策

大お
お
さ
わ澤

　
博ひ

ろ
し

議
員

避
難
支
援
を

ほかにも…「寄居町の建設工事の入札」について質問

ほかにも…「教育施策の充実強化」について質問

ほかにも…「小中一貫校」について質問

寄居町観光協会の組織体制の見直しを！

課題解決と農地集約、企業誘致に活路

高齢者・要配慮者に避難支援組織を

観光協会は寄居駅南口から円良田湖へ移転

農業法人誘致で、遊休農地解消を

一人暮らしの高齢者と顔の合うお付き合いを

1 0 m i n u t e s   C o l u m n

議会は意外とオモシロイ !?
C h a i r m a n ' s  C o l u m n  峯岸議長の

壁がある。だから、行く

町の事業に対する議会からの
提案。議員一人一人に考えが
あるように、町民一人一人、さ
まざまな立場で、それぞれ思
いや考えがあるはずです。
最初は、ほんのささいなことか
ら。あなたのその考え、手を
挙げて提案してみませんか。

議会事務局のまなざし

意見を表明する
ことは、大切な
ことなんだニャ。

ニャ！

手を挙げる

今号のキーワード 思いを伝える

「
命
を
守
る
」
新
型
コ
ロ
ナ 

町
の
独
自
策　

第
２
弾

次
の
ペ
ー
ジ
は

連載コラム 10分
で読める

（＊）子どもの権利条約…1989年に国連で採択される。①生きる権利　②育つ権利　③守られる権利　④参加する権利からなる。

国連で採択された「子どもの権利条約（＊）」
には、４つの原則のうちの１つに「意見を表明
し参加する権利」がうたわれています。「子ど
もは自分に関係のある事柄について自由に意
見を表すことができ、大人はその意見を十分
に考慮します」とあります。

まだ選挙権はありませんが、小学生や中学生
の目線の先には、平均年齢65.8歳のギカイに
は見えない景色があるはずです。
未来のために今やらなくてはならないことって
何だろう……？一緒に考えていきたいですね。

 
V
o
l.6

「未来をつくる人」の声、町への提案　子どものホンネ

［
子
ど
も
の
権
利
］

町が整備してくれた公園は、
学区外で平日は行けないで
す。広くて自由に走り回れる
広場のような公園が、近く
にあるといいな。

設
し た ら

樂　暖
ひなた

さんさん（西部）

も
う
す
ぐ
選
挙
権

小川町の和紙マラソンに参加
し、地元野菜の豚汁も食べ放
題でとても楽しかった。駅伝も
いいけど誰もが楽しく参加でき
るマラソン大会をやってほしい。

猿
さるはし

橋　颯
そ う

さんさん（桜沢）

少子化、高齢化が大変な勢いで進んでいます。
全国で激減してゆく人口を、限られた税金を使って互いに
奪い合うこと、隣町よりマシだと言って安心することに意味
はありません。
「しがらみや既得権に関係のない人でなければ、改革はで
きない」と言われますが、いつまで待っても、そんな都合
のいい人は現れません。救世主はいないのです。
そこで提案。寄居町は将来、人口が減っても２万人以上は
キープできるでしょう。高齢化はさらに進みますが、この
現実を踏まえて『小粒でも輝く町』をつくればいいのです。
住んでいる人が幸せならそれでＯＫ。「誰かがやってくれる
だろう」から「我こそは」へ。本気の人間が10人もいたら、
おそらく日本一輝く町になるはずです。

壁がある。だから、行く。
難しいから面白い。楽しいからこそ成功する。

救世主はあなたかもしれない。
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